
〇 総合計画ってなあに？

・市の最上位計画 ⇒まちづくりの方向性を決める計画

・将来都市像…鎌倉市を将来こんなまちにしたいという姿

・施策…こんなまちに向けてやること

・計画の主役 ⇒行政（市役所）

⇒ 市民

⇒市民・行政・その他鎌倉に関わる“者”

◎「みんなでつくるこれからの鎌倉」の方向性を決める計画

計画づくり
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基本構想
（30年）

基本計画
（10年・８年・６年・６年）

実施計画
（５～６年毎・途中改定あり）

①基本理念

②将来都市像と将来目標

③基本構想の基礎的な指標

④基本構想の実現に向けて（基本方針）

⑤基礎条件（人口・土地利用・環境）

⑥計画の推進に向けた考え方

⑦施策体系と施策の方針

⑧具体的な事業計画

第３次鎌倉市総合計画

三層構造

まちづくり
の普遍的な
価値

時勢の変化
に応じて
見直し

市民ニーズ
に沿って
策定

〇 鎌倉市の総合計画
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①
基
本
理
念

②
将
来
都
市
像

③基本構想の基礎的な指標
④基本構想の実現に向けて（基本方針）

⑤基本条件（人口・土地利用・環境）
⑥計画の推進に向けた考え方

基本構想

総合計画

基本計画 実施計画

⑦
施
策
体
系
と
施
策
の
方
針

②
将
来
目
標

将来目標１

将来目標２

将来目標３

将来目標４

将来目標５

将来目標６

施策の方針１

施策の方針２

施策の方針３

施策の方針４

施策の方針５

施策の方針６

⑧
具
体
的
な
事
業
計
画

事業１

事業２

事業３

事業４

事業５

事業６

〇 鎌倉市総合計画



昭和55～60年 昭和61～70年

第１次総合計画 第２次総合計画
第３次総合計画

基本計画
前期

基本計画
後期

基本計画

4

〇 鎌倉市の総合計画の変遷



〇 鎌倉市の総合計画の基本理念

昭和33年8月10日 全国に先駆けて平和都市宣言

昭和48年11月3日 鎌倉市民憲章制定



〇 鎌倉市の新たな総合計画

6



・増加する人口の抑制＋適度な都市規模の維持
・生活に必要な公共施設（道路・公園・下水道・学校・文化施設・
住宅・公民館）等の計画的整備

・緑や文化財などの鎌倉固有の魅力の維持
・年間2,000万人を超える観光客への対応
・慢性的な交通渋滞への対策

・少子化及び高齢化への対応
・高齢化の進展による郊外住宅団地（スポンジ化）の再生
・人口増加時期に整備した公共施設・社会インフラの維持
・未曾有の災害への対策
・国際情勢等の変化に伴う有事への備え
・豪雨や猛暑の要因と考えられる気候変動への対策
・多様化する観光客への対応

未経験の課題
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〇 鎌倉市を取り巻く課題



鎌倉地域

腰越地域

玉縄地域

〇 人口推計（基本推計）
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総数 男 女 年少人口 生産年齢人口 老年人口 鎌倉地域 腰越地域 深沢地域 大船地域 玉縄地域

総数

年少人口

老年人口

男

女

2020年の総人口
172,710人

★ ★

★2025年の推計総人口
170,544人

2065年の推計総人口
142,676人

生産年齢人口

大船地域

深沢地域
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共生社会の共創
→行政だけでなく、市民とともに行う
まちづくり

〇 鎌倉市の新たな総合計画



〇 今回の市民参画の全体像
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スタート地点
（鎌倉市役所）

Aルート（北鎌倉経由）

Bルート（笛田経由）

Cルート（134号線経由）

ゴールまでどんなルートがあって、
最終ゴールに向けて、何分でどこまで行く？
【２回目】
→理想の鎌倉を思い描く

１回目の分かった強み・弱みを生かして、
どのルートで、どんな走り方で、
まずは何分でどこまで行く？【３回目】
→理想の鎌倉を実現するために具体的に
イメージする

かまくらクンはどんなタイプの選手？【１回目】
→鎌倉の対する皆さんの想いを聞く

ランナー
「かまくらクン」

最終ゴール

何キロ先が最後のゴール？【子ども】
→子どもたちが描く未来

〇 今回の市民参画のイメージ


